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文化財展示室「西郷隆盛と菊次郎展」
議会だより
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2018 年４月６日（金）
　町内の小学校中学校で入学式がおこなわれました。
小学生は初めての学校生活！心ウキウキ、ドキドキ。
期待や不安でいっぱいの子どもたち、シマのみなさ
んで温かく見守ってあげたいですね。

今月の表紙：戸口小学
校
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１
．地
域
資
源
を
生
か
し

た
産
業
を
創
造
す
る
ま
ち

づ
く
り

　

今
年
の
夏
に
登
録
予
定
の
奄

美
・
琉
球
諸
島
の
世
界
自
然
遺
産

登
録
に
向
け
、奄
美
自
然
観
察
の

森
整
備
事
業
・
龍
郷
小
浜
地
区
の

西
郷
公
園
整
備
事
業
を
実
施
す
る

他
、屋
入
バ
ス
停
の
整
備
や
役
場

前
バ
ス
停
の
ト
イ
レ
改
修
な
ど
、

観
光
客
の
利
便
性
の
向
上
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
奄
美
市
と
協
働
で

「
ふ
る
さ
と
名
物
応
援
宣
言
」を

発
表
し
、本
場
奄
美
大
島
紬
と
奄

美
黒
糖
焼
酎
な
ど
、地
域
を
挙
げ

て
支
援
す
る
体
制
を
整
備
い
た
し

ま
し
た
。今
後
は
、本
場
奄
美
大
島

紬
を
誇
る
べ
き
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
ブ
ラ

ン
ド
と
し
て
、海
外
に
向
け
て
発
信

す
る
な
ど
、ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

２
．健
や
か
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
健
康
・
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り

　

健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め

の
総
合
計
画
と
し
て
、
健
康
増
進

法
に
基
づ
き
策
定
さ
れ
て
い
ま
す

「
健
康
た
つ
ご
う
21
」
を
指
針
と

■
は
じ
め
に

　

私
は
町
政
運
営
に
あ
た
っ
て
、「
目

配
り
・
気
配
り
・
心
配
り
」
と
い
う

基
本
的
な
姿
勢
を
大
切
に
、
町
民
と

語
ら
い
、
町
民
の
皆
様
の
お
知
恵
と

お
力
添
え
を
頂
き
な
が
ら
、「
安
心

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
、
暮
ら
し
や
す

い
ま
ち
づ
く
り
、
に
ぎ
わ
い
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
、
そ
し
て
、
真
に
た
つ

ご
う
ら
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
町
民
の
皆
様
と
の
協

同
参
画
に
よ
る
町
民
主
体
の
ま
ち
づ

く
り
を
す
す
め
、
ま
た
、
第
５
次
龍

郷
町
総
合
振
興
計
画
を
理
念
と
し
、

「
住
ん
で
い
る
人
が
幸
せ
を
感
じ
な

が
ら
住
み
続
け
る
龍
郷
町
」「
訪
れ

る
人
が
住
み
た
く
な
る
龍
郷
町
」
の

実
現
に
向
け
て
粉
骨
砕
身
努
力
し
て

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

■
現
状
と
町
政
に
臨
む

　
　
　
　
　
　
基
本
方
針

　

さ
て
、
昨
年
３
月
に
奄
美
群
島

国
立
公
園
が
誕
生
し
、
世
界
自
然

遺
産
登
録
が
今
年
の
夏
に
も
登
録

予
定
と
成
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
西

郷
ど
ん
」
の
放
映
も
始
ま
っ
て
お

り
、
本
町
を
は
じ
め
奄
美
へ
の
注

目
も
高
ま
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

こ
の
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
な

い
よ
う
、
交
流
人
口
の
増
加
を
図

り
な
が
ら
、
観
光
の
振
興
を
は
じ

め
と
す
る
地
域
経
済
の
活
性
化
に

努
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
町
政
運
営
に
あ
た
り
ま

し
て
は
、
引
き
続
き
第
５
次
龍
郷

町
総
合
振
興
計
画
に
基
づ
い
て
、

「
歴
史
と
文
化
を
つ
む
ぎ　

未
来

へ
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
」「
人
々

の
心
に
宿
る
町　

た
つ
ご
う
」
の

実
現
に
向
け
て
、
次
に
掲
げ
る
６

つ
の
ま
ち
づ
く
り
を
基
本
政
策
と

し
て
展
開
し
て
参
り
ま
す
。

し
て
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
を
推

進
し
て
参
り
ま
す
。

　

子
ど
も
医
療
費
の
無
料
化
に
つ

い
て
、
現
行
で
は
小
学
校
卒
業
ま

で
を
無
料
と
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

今
年
度
よ
り
中
学
校
卒
業
時
ま
で

医
療
費
の
無
料
化
を
拡
大
し
、
保

護
者
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

３
．快
適
な
生
活
環
境
で

ゆ
と
り
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　

ま
ず
、水
道
事
業
に
お
い
て
は

今
年
度
、赤
尾
木
配
水
池
新
設
築

造
整
備
事
業
を
行
い
安
定
し
た
水

の
供
給
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
道
に
つ
き
ま
し
て
は
，
社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
に
よ

り
、
世
界
自
然
遺
産
登
録
に
伴
っ

て
交
通
量
増
加
が
予
想
さ
れ
、
観

光
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
整
備
に

伴
う
、
屋
入
赤
尾
木
線
改
良
事
業

用
地
調
査
及
び
護
岸
・
橋
梁
詳
細

設
計
や
国
道
58
号
補
完
道
路
と
し

て
の
浦
赤
尾
木
線
の
継
続
、
今
年

度
新
規
事
業
と
し
て
第
２
赤
尾
木

加
世
間
線
一
部
未
改
良
区
間
の
測

量
設
計
委
託
、
町
道
に
架
か
る
老

朽
化
し
た
橋
梁
等
や
道
路
の
路
面

補
修
整
備
を
積
極
的
に
推
進
し
町

内
の
道
路
・
交
通
体
系
網
の
充
実

を
進
め
て
参
り
ま
す
。

町長 竹田 泰典

平
成
30
年
度 

施
政
方
針

（
抜
粋
し
て
掲
載
）
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４
．豊
か
な
心
を
育
む
教
育

と
歴
史
と
文
化
が
薫
る
ま
ち

づ
く
り

　

平
成
30
年
度
か
ら
の
道
徳
の
教
科

化
、小
学
校
に
お
け
る
英
語
教
育
の

義
務
化
等
、今
後
も
教
育
界
の
動
向

を
踏
ま
え
な
が
ら
本
町
の
教
育
課
題

に
向
き
合
い
、主
体
的
・
創
造
的
に

生
き
抜
い
て
い
く
力
を
育
て
て
い
く

こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、「
確
か

な
学
力
」「
豊
か
な
心
」「
健
や
か
な

体
」「
個
性
の
伸
長
」を
図
り
「
た
く

ま
し
く
生
き
る
力
」を
備
え
た
児
童

生
徒
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。本
町
の
課

題
で
あ
り
ま
す
「
自
尊
感
情
」や
「
自

己
肯
定
感
」を
身
に
付
け
た
児
童
生

徒
を
育
て
る
た
め
の
「
ク
ロ
ー
バ
ー

プ
ラ
ン
」の
実
施
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
等

の
効
果
的
な
活
用
に
よ
る
複
式
授
業

の
充
実
と
学
力
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

学
校
施
設
整
備
に
つ
い
て
本
年
度

は
、龍
南
中
学
校
屋
内
運
動
場
及
び

武
道
館
を
解
体
し
、本
格
的
に
屋
内

運
動
場
の
建
設
に
取
り
組
み
ま
す
。

老
朽
化
し
た
秋
名
小
学
校
教
員
住
宅

１
号
棟
の
解
体
工
事
に
よ
り
周
辺
環

境
の
整
備
に
努
め
ま
す
。ま
た
、各
学

校
の
パ
ソ
コ
ン
リ
ー
ス
の
更
新
に
合

わ
せ
て
、教
職
員
の
業
務
負
担
の

軽
減
を
図
る
た
め
「
校
務
支
援
シ

ス
テ
ム
」を
導
入
い
た
し
ま
す
。

５
．人
が
ふ
れ
あ
い
個
性

が
輝
く
交
流
・
連
携
の
ま

ち
づ
く
り

　
奄
美
群
島
成
長
戦
略
推
進
交

付
金
事
業(

チ
ャ
レ
ン
ジ
枠)

を

活
用
し
、国
立
公
園
地
域
に
指
定

さ
れ
た
秋
名
・
幾
里
集
落
に
あ
る

個
性
豊
か
な
歴
史
や
自
然
な
ど
、

伝
統
文
化
を
有
効
に
活
用
す
る

為
、秋
名
・
幾
里
集
落
に
構
え
る

空
き
家
・
居
住
宅
を
対
象
に
し
た

民
泊
事
業
の
立
ち
上
げ
、さ
ら
に

は
民
泊
事
業
の
運
営
支
援
を
担
う

民
泊
窓
口
作
り
な
ど
、地
域
が
主

体
と
な
り
、環
境
文
化
型
国
立
公

園
の
特
徴
で
あ
る
「
自
然
と
暮
ら

し
が
調
和
し
た
暮
ら
し
ぶ
り
」を

伝
え
る
体
験
・
交
流
型
観
光
事
業

の
立
ち
上
げ
支
援
を
平
成
30
年
度

か
ら
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
本
町
で
暮
ら
し
た
西
郷

隆
盛
と
菊
次
郎
に
ゆ
か
り
の
あ
る

熊
本
県
菊
池
市
や
京
都
市
の
ほ
か

台
湾
の
宜
蘭
市
な
ど
と
の
交
流
を

検
討
し
て
お
り
、来
月
に
は
台
北

駐
福
岡
総
領
事
館
が
本
町
を
訪
問

す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

６
．効
率
的
な
行
財
政
運
営

で
共
に
創
る
ま
ち
づ
く
り

　
平
成
28
年
度
に
策
定
し
ま
し

た
龍
郷
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
に
基
づ
き
、施
設
の
更
新
・
統

廃
合
・
長
寿
命
化
な
ど
を
計
画
的

に
行
い
、財
政
負
担
の
軽
減
・
平
準

化
及
び
施
設
の
最
適
な
配
置
を
図

る
と
と
も
に
、将
来
の
役
場
庁
舎

整
備
に
必
要
な
経
費
の
財
源
に
充

て
る
た
め
、新
た
に
「
龍
郷
町
庁

舎
整
備
基
金
」の
創
設
を
い
た
し

ま
す
。

　

行
政
改
革
に
つ
き
ま
し
て
は
、

昨
年
度
に
策
定
し
た
「
第
４
次

龍
郷
町
行
政
改
革
大
綱
」に
基
づ

く
「
行
政
改
革
実
施
計
画
」に
沿
っ

て
、従
来
の
簡
素
で
効
率
的
な
行

財
政
運
営
の
実
践
に
加
え
、町
民

や
地
域
の
力
を
町
政
に
生
か
し
て

い
く
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
を
行
政

が
後
押
し
す
る
仕
組
み
の
実
践
な

ど
、「
持
続
可
能
で
自
立
し
た
地
域

社
会
を
創
る
た
め
の
新
た
な
ま
ち

づ
く
り
」の
考
え
方
に
基
づ
い
た

行
政
改
革
を
積
極
的
に
推
進
し
、

町
民
に
期
待
さ
れ
て
い
る
質
の
高

い
事
業
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
持
続

的
に
展
開
し
て
参
り
ま
す
。

■
結
び
に

　

今
後
と
も
、
健
全
で
持
続
可
能

な
行
財
政
運
営
を
堅
持
す
る
と
と

も
に
、
町
民
の
皆
様
が
、
龍
郷
町

に
住
ん
で
良
か
っ
た
と
実
感
で
き

る
よ
う
な
町
、
若
者
世
代
の
子
育

て
を
支
援
し
な
が
ら
、
若
者
か
ら

高
齢
者
の
す
べ
て
の
町
民
が
、
笑

顔
が
あ
ふ
れ
幸
せ
満
足
度
の
高
い

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
予
算
編
成

を
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
の
一
般
会
計
当
初

予
算
の
総
額
は
58
億
45
万
５
千
円

と
な
り
対
前
年
度
比
１
５
・
５
％

の
増
額
予
算
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

特
別
会
計
及
び
企
業
会
計
の
平

成
30
年
度
当
初
予
算
額
は
、
６
会

計
で
23
億
２
１
８
３
万
５
千
円
と

な
り
、
対
前
年
度
比
３
・
４
％
の

減
額
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す

　

今
後
と
も
、私
た
ち
の
ま
ち「
た

つ
ご
う
」
を
魅
力
あ
る
ま
ち
に
創

り
上
げ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
町
民
の
皆
様
に
は
、
引
き

続
き
特
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
平
成

30
年
度
の
施
政
方
針
と
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。
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龍郷町

議会だより

発行/龍郷町議会

編集 /議会だより編集委員会

〒 894-0192

大島郡龍郷町浦 110 番地

ＴＥＬ 0997-62-3111（内線 232）

ＦＡＸ 0997-62-2535

平成３０年第１回定例会

第１７８号

　３月６日に平成３０年第１回龍郷町議会定例会が開会しました。龍郷町は大

島紬の龍郷柄と秋名バラの発祥の地。大島紬ＰＲもかねて、この日は議員 10

名も大島紬を着用して議会に臨みました。
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問　

　

農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
構
想
は

見
直
を
さ
れ
る
の
か
。

　

答
（
町
長
）

　

地
域
農
業
の
振
興
や
新
規
就

農
者
、
Ｉ
タ
ー
ン
、
Ｕ
タ
ー
ン

者
の
受
け
入
れ
に
も
必
要
な
農

業
拠
点
施
設
と
考
え
ま
す
が
、

研
修
セ
ン
タ
ー
へ
の
研
修
希
望

者
が
、
ど
れ
く
ら
い
お
ら
れ
る

の
か
、
ス
タ
ッ
フ
等
管
理
運
営

を
ど
う
す
る
か
等
、
多
方
面
か

ら
ご
意
見
を
参
考
に
協
議
を
重

ね
て
結
論
を
出
す
必
要
が
あ
る

と
考
え
ま
す
。

　

問　

　

赤
徳
地
区
の
渇
水
化
対
策

は
。

　

答
（
町
長
）

　

過
去
に
お
い
て
地
元
で
協
議

そ
の
後
の
集
中
豪
雨
等
で
、
雨

水
が
農
道
を
超
え
て
農
地
を
侵

食
し
て
農
家
の
生
産
意
欲
の
減

退
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
は

認
識
し
て
お
り
ま
す
。
抜
本
的

な
解
決
に
向
け
て
、
平
成
30
年

度
当
初
予
算
に
お
い
て
測
量
設

計
委
託
を
計
上
し
て
お
り
ま

す
。

　

問　

　

農
道
赤
尾
木
１
号
線
の
整
備

時
期
は
。

　

答
（
町
長
）

　

平
成
29
年
度
よ
り
農
道
基
盤

整
備
促
進
事
業
を
導
入
し
、
平

成
30
年
度
に
未
舗
装
の
２
７
０

ｍ
を
舗
装
予
定
し
て
お
り
ま

す
。

　

問　

　

町
道
浦
～
赤
尾
木
線
の
改
良

工
事
進
捗
状
況
と
完
成
時
期

は
。

　

答
（
町
長
）

　

平
成
19
年
度
か
ら
社
会
資
本

整
備
総
合
交
付
金
事
業
で
年
次

伊集院 巌 議員

　

答
（
町
長
）

観
光
客
の
増
加
に
伴
い
集
落
の

生
活
に
支
障
を
来
さ
な
い
よ
う

駐
車
場
の
整
備
他
ト
イ
レ
・
休

憩
施
設
も
併
設
し
、
来
訪
者
の

利
便
性
向
上
に
努
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

問　

　

今
井
崎
灯
台
ま
で
の
道
路
改

良
工
事
は
で
き
な
い
か
。

　

答
（
町
長
）

　

今
井
崎
２
号
線
の
道
路
整
備

を
実
施
す
る
に
は
町
全
体
の
道

路
整
備
計
画
の
見
直
し
や
財
源

確
保
他
、
地
権
者
の
同
意
が
必

要
で
あ
り
ま
す
の
で
、
検
討
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

　

問　

　

今
井
大
権
現
神
社
の
石
段
の

補
修
・
修
繕
は
で
き
な
い
か

　

答
（
教
育
長
）

　

今
井
大
権
現
神
社
の
石
段
・

石
碑
は
平
成
４
年
に
町
指
定
文

化
財
に
登
録
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
石
段
の
補
修
に
つ
き
ま
し

て
は
文
化
財
保
護
審
議
会
に
お

い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

し
ま
し
た
が
、
合
意
に
至
ら
ず

事
業
実
施
に
至
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。
要
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら

受
益
農
家
と
連
携
協
議
し
な
が

ら
、
補
助
事
業
採
択
基
準
を
満

た
す
よ
う
協
議
し
、
整
備
に
向

け
て
取
組
み
た
い
と
考
え
ま

す
。

　

問　

　

農
業
担
い
手
対
策
と
新
規
就

農
者
に
対
す
る
町
独
自
の
支
援

策
を
講
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
。

　

答
（
町
長
）

　

初
期
投
資
が
多
く
予
想
さ
れ

る
施
設
園
芸
へ
の
取
り
組
み
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
既
存
の
補

助
事
業
を
導
入
す
る
よ
う
助
言

し
て
い
ま
す
。
農
業
振
興
の
観

点
か
ら
施
設
及
び
農
業
機
械
等

の
リ
ー
ス
事
業
等
の
導
入
が
で

き
な
い
か
、
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

　

問　

　

農
道
赤
尾
木
小
平
線
の
排
水

対
策
は
。

　

答
（
町
長
）

　

昨
年
８
月
の
台
風
５
号
や
、

的
に
整
備
を
進
め
て
お
り
、
計

画
延
長
１
６
４
０
ｍ
の
内
、
平

成
28
年
度
ま
で
に
道
路
改
良
舗

装
延
長
８
４
０
ｍ
完
成
し
て
お

り
ま
す
。
完
成
の
時
期
に
つ
き

ま
し
て
は
、
現
在
事
業
費
ベ
ー

ス
で
行
き
ま
す
と
５
年
か
ら
６

年
後
の
完
成
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

問　

　

町
道
屋
入
～
赤
尾
木
線
の
改

良
工
事
の
実
施
時
期
は
。

　

答
（
町
長
）

　

今
年
度
か
ら
社
会
資
本
整
備

総
合
交
付
金
事
業
に
よ
り
、
測

量
設
計
委
託
の
現
地
測
量
作
業

を
進
め
て
お
り
ま
す
。
進
め
る

に
あ
た
っ
て
は
、
集
落
の
皆
様

や
地
権
者
の
協
力
体
制
等
の
ご

理
解
を
頂
い
て
、
早
急
に
工
事

に
着
工
で
き
る
よ
う
努
め
て
参

り
ま
す
。

　

問　

　

西
郷
流
謫
跡
の
受
け
入
れ
体

制
は
。

農
政
に
つ
い
て

町
道
の
整
備
に
つ
い
て

観
光
地
の
受
入
体
制

及
び
整
備
に
つ
い
て
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問　

　

資
源
を
生
か
し
、
活
用
し
た

農
林
水
産
の
振
興
の
展
開
で
、

森
林
、
林
業
の
目
標
と
し
て
資

源
の
循
環
利
用
に
よ
る
森
林
の

成
長
産
業
化
や
原
木
の
安
定
供

給
を
見
据
え
た
計
画
は
で
き
な

い
の
か
。

　

答
（
町
長
）

　

公
的
機
能
の
発
揮
や
森
林
施

業
従
事
者
の
所
得
の
向
上
に
向

け
た
取
り
組
み
も
必
要
と
な
っ

て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
林

地
台
帳
管
理
シ
ス
テ
ム
を
利
用

し
従
来
の
事
業
を
推
進
し
な
が

ら
、
意
欲
と
能
力
の
あ
る
経
営

体
を
育
て
、
効
率
的
な
事
業
を

計
画
的
に
実
施
し
た
い
と
考
え

ま
す
。

ま
す
の
で
、
空
き
家
調
査
の
結

果
を
踏
ま
え
て
計
画
的
に
住
居

対
策
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
た
い
。

　

問　

　

財
政
の
見
通
し
に
つ
い
て
、

地
方
交
付
税
の
不
透
明
さ
と
権

限
委
譲
や
財
政
移
譲
の
問
題
が

大
き
な
不
安
材
料
と
な
っ
て
い

る
が
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　

答
（
町
長
）

　

権
限
移
譲
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基

づ
き
権
限
の
委
譲
を
進
め
て
い

る
。
本
町
に
お
い
て
も
18
項
目

179
の
権
限
移
譲
を
受
け
入
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
提
案
募
集

方
式
を
導
入
し
、
地
域
の
実
情

に
あ
っ
た
権
限
移
譲
な
ど
に
つ

い
て
応
募
す
る
こ
と
も
可
能
で

あ
り
ま
す
が
、
人
員
の
確
保
や

財
源
措
置
の
問
題
等
も
あ
り
ま

す
の
で
慎
重
に
検
討
し
て
参
り

た
い
。

　

問　

　

財
政
に
対
応
す
る
行
政
改
革

の
見
通
し
に
関
連
し
て
町
長
と

し
て
町
民
に
求
め
る
考
え
は
。

　

答
（
町
長
）

　

自
主
財
源
の
確
保
や
人
件
費

平岡 馨 議員

　

問　

　

人
事
評
価
制
度
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
、
今

後
の
取
り
組
み
は
。

　

答
（
町
長
）

　

職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
自
ら
の
業

務
内
容
に
つ
い
て
目
標
を
設
定

し
、
業
績
評
価
及
び
管
理
職
に

よ
る
個
々
の
職
員
の
能
力
評
価

の
方
法
に
よ
り
評
価
を
し
て
い

る
。
今
後
も
よ
り
良
い
人
事
評

価
制
度
を
研
究
、
検
討
し
な
が

ら
、
職
員
の
資
質
の
向
上
と
役

場
全
体
の
組
織
力
の
ア
ッ
プ
に

つ
な
げ
て
参
り
た
い
と
考
え
ま

す
。

　

問　

　

若
者
定
住
対
策
に
つ
い
て
。

　

答
（
町
長
）

　

20
代
か
ら
40
代
の
子
育
て
世

代
に
と
っ
て
、
住
み
や
す
い
町

を
つ
く
る
事
が
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
る
方
法
の
ひ
と
つ

と
考
え
、
雇
用
創
出
や
住
居
対

策
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
近
年
特
に
空
き
家

に
つ
い
て
町
外
か
ら
の
問
い
合

わ
せ
や
相
談
が
増
え
て
来
て
い

の
削
減
、
効
率
的
な
事
務
事
業

推
進
の
徹
底
に
よ
る
歳
出
の
削

減
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
民
間
の
代
表
者
で
組
織
す

る
行
政
改
革
推
進
委
員
か
ら
行

革
に
対
す
る
意
見
、
提
案
を
頂

い
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
も
町

民
の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
等
を

頂
き
な
が
ら
、
ス
リ
ム
で
効
率

的
な
行
政
機
関
と
し
て
、
町
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
向
け
て
行

政
改
革
を
進
め
て
参
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

問　

　

道
の
駅
実
現
に
向
け
て
、
計

画
・
考
え
は
な
い
の
か
。

答
（
町
長
）

　

道
の
駅
建
設
を
前
提
と
せ

ず
、
地
元
商
工
業
者
を
始
め
民

間
事
業
者
の
声
を
聴
き
、
町
内

業
者
の
消
費
拡
大
を
図
る
に

は
、
ど
の
よ
う
に
す
べ
き
か
を

検
討
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

施
政
方
針
に
つ
い
て

次の定例会は６月中旬を予定しています。

あなたも議会を傍聴してみませんか？

場所：龍郷町役場２Ｆ

当日は受付用紙に住所氏名を記入するだけです。
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問　

　

進
捗
率
と
当
初
計
画
の
浦
地

区
と
赤
尾
木
地
区
の
水
害
場
所

が
手
つ
か
ず
に
残
っ
て
い
る

が
、
今
後
の
予
定
は
。

　

答
（
町
長
）

　

80
％
の
進
捗
率
で
、
残
り
の

公
園
整
備
を
平
成
30
年
度
ま
で

３
軒
の
蔵
元
が
あ
り
な
が
ら
、

販
売
さ
れ
て
な
い
理
由
は
。

　

答
（
町
長
）

　

主
商
品
販
売
に
つ
い
て
は
、

む
ら
お
こ
し
実
行
委
員
会
と
販

売
を
行
い
た
い
個
人
や
業
者
と

委
託
契
約
を
結
び
、
職
員
が
販

売
し
て
お
り
ま
す
。
焼
酎
に
つ

き
ま
し
て
は
、
職
員
に
酒
類
販

売
許
可
を
得
る
た
め
の
講
習
会

等
を
受
け
さ
せ
、
販
売
体
制
を

早
急
に
整
え
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

問　

　

本
町
に
は
、
日
本
陸
連
公
認

の
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
が
あ
る

が
、
公
式
記
録
と
し
て
残
る

小
・
中
学
校
の
大
会
は
で
き
な

い
か
。

　

答
（
教
育
長
）

　

現
在
、
コ
ー
ス
を
利
用
し
て
、

龍
郷
町
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
を

47
回
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
龍

南
中
学
校
の
持
久
走
大
会
が
、

学
校
周
辺
の
周
回
コ
ー
ス
と
あ

前田 豊成 議員

に
完
了
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
浦
・
赤
尾
木
地
区
の
問

題
に
つ
い
て
は
採
択
事
業
が
な

く
、
見
通
し
が
つ
か
な
い
の
が

現
状
で
あ
り
ま
す
が
、
開
発
公

社
等
再
度
設
立
で
き
な
い
か
、

何
ら
か
の
対
策
は
講
じ
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

問　

　

ふ
る
さ
と
名
物
応
援
宣
言

（
大
島
紬
と
黒
糖
焼
酎
）
を
発

表
し
て
い
る
本
町
で
、
有
名
な

れ
ば
、
コ
ー
ス
を
変
更
し
て
使

用
し
て
も
ら
う
の
は
、
可
能
か

と
思
い
ま
す
。
町
内
の
小
・
中

学
校
大
会
と
な
れ
ば
、
学
校
や

関
係
者
の
ご
意
見
を
聞
き
な
が

ら
検
討
課
題
と
致
し
ま
す
。

龍
郷
町
都
市
再
生

整
備
事
業
に
つ
い
て

島
育
ち
館

活
性
化
に
つ
い
て

小
・
中
学
校
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
大
会
に
つ
い
て

浦地区水害場所跡の様子

島育ち館の外観

公認マラソンコースの様子

大島紬を着用し議会に臨む龍郷町と議員一同
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る
取
り
組
み
に
つ
い
て
支
援
し

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

問　

　

町
税
の
徴
収
に
つ
い
て
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入
に
よ
る
自

主
財
源
確
保
の
効
果
は
。

　

答
（
町
長
）

　

財
源
的
な
効
果
は
見
え
て
い

ま
せ
ん
が
、
利
用
者
の
利
便
性

や
、
事
務
の
効
率
化
が
図
ら
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
人
的
な
ミ
ス

が
発
生
す
る
リ
ス
ク
も
軽
減
で

き
コ
ス
ト
も
削
減
で
き
て
い
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

問　

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し

た
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
促
進

を
図
る
具
体
的
な
対
策
は
。

係
る
費
用
の
抑
制
・
平
準
化
を

図
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
町
営
住
宅
、
学
校
の
施

設
等
に
つ
い
て
は
、
龍
郷
町
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
も

と
づ
い
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

町
有
地
に
つ
い
て
は
、
広
範
囲

に
及
ぶ
た
め
、
す
べ
て
の
管
理

を
行
う
こ
と
は
困
難
な
状
況
で

す
が
、
町
民
の
限
り
あ
る
財
産

で
あ
り
保
全
管
理
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

問　

　

学
校
給
食
の
無
料
化
に
つ
い

て
の
取
り
組
み
は
。

　

答
（
教
育
長
）

　

単
年
度
事
業
で
な
く
継
続

事
業
と
な
り
ま
す
の
で
毎
年

３
０
０
０
万
円
近
く
の
財
源
が

必
要
と
な
り
、
今
後
、
財
源
の

捻
出
に
つ
い
て
十
分
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

問　

　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ン
の
コ
ン

　

問　

　

平
成
28
年
度
奄
美
市
と
協
働

で
「
ふ
る
さ
と
名
物
応
援
宣
言
」

を
発
表
し
た
、
本
場
奄
美
大
島

紬
と
奄
美
黒
糖
焼
酎
の
現
状
、

対
策
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

　

答
（
町
長
）

　

大
島
紬
に
つ
い
て
は
、
奄
美

大
島
商
工
会
議
所
が
事
業
主
体

と
な
り
、
中
小
企
業
庁
の
Ｊ
Ａ

Ｐ
Ａ
Ｎ
ブ
ラ
ン
ド
育
成
支
援
事

業
を
活
用
し
、
海
外
向
け
商
品

開
発
と
Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施
し
、

29
年
度
に
は
パ
リ
や
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
の
販
路
開
拓
活
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

黒
糖
焼
酎
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
後
、
事
業
所
と
の
意
見
交
換

等
を
行
い
、
販
路
促
進
に
繋
が

　

答
（
町
長
）

　

昨
年
４
月
よ
り
株
式
会
社

「
さ
と
ふ
る
」
に
委
託
、
平
成

28
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
額

４
９
７
万
に
対
し
、
29
年
度
は

既
に
７
千
万
円
を
超
す
な
ど
、

改
め
て
効
果
を
感
じ
た
し
だ
い

で
す
。

今
後
は
、
返
礼
品
協
力
事
業
者

向
け
の
説
明
会
や
郷
友
会
等
へ

の
周
知
を
行
う
と
共
に
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
活
用
・
見
直
し
等

を
行
い
推
進
を
図
っ
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

問　

　

公
共
施
設
や
イ
ン
フ
ラ
施

設
、
町
有
財
産
（
土
地
）
の
維

持
管
理
に
つ
い
て
の
取
り
組
み

は
。

　

答
（
町
長
）

　

こ
れ
ま
で
建
設
さ
れ
た
公
共

施
設
等
の
老
朽
化
が
進
み
今

後
、
改
修
、
建
設
に
多
額
な
費

用
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
更
新
等
に

公
有
財
産
に
つ
い
て

大島紬

テ
ン
ツ
（
内
容
）
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機

器
（
電
子
黒
板
等
）
の
導
入
状

況
と
効
果
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

　

答
（
教
育
長
）

　

本
町
の
子
ど
も
た
ち
に
「
自

己
肯
定
感
」
や
「
自
尊
感
情
」

が
あ
ま
り
育
ま
れ
て
い
な
い
と

い
う
結
果
が
全
国
学
習
状
況
の

調
査
か
ら
で
て
い
ま
す
の
で
、

平
成
30
年
度
は
学
習
面
か
ら

「
課
題
を
解
決
す
る
喜
び
や
達

成
感
を
味
わ
う
た
め
の
指
導
方

法
改
善
（
事
業
づ
く
り
）
」
、
平

成
31
年
度
は
「
特
別
活
動
・
生

徒
指
導
面
（
一
人
一
人
を
認
め

合
う
学
級
づ
く
り
等
）
」
の
育

成
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
、

２
か
年
計
画
の
「
ク
ロ
ー
バ
ー

プ
ラ
ン
」
に
な
り
ま
す
。

電
子
黒
板
に
つ
い
て
は
、
円
小

学
校
、
大
勝
小
学
校
に
導
入
、

自
分
た
ち
で
書
き
込
み
を
し
な

が
ら
説
明
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
表
現
力
が
向
上
し
、
複
式
授

業
の
間
接
指
導
に
お
け
る
自
学

自
習
の
場
で
も
大
き
な
効
果
を

あ
げ
て
い
ま
す
。

德永 義郎 議員

施
政
方
針
か
ら

教
育
行
政
に
つ
い
て
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問　

　

今
後
の
中
学
校
生
徒
数
の
推

移
は
。

　

答
（
教
育
長
）

　

お
お
よ
そ
の
生
徒
数
で
龍
南

中
が
１
３
０
名
前
後
、
赤
徳
中

が
45
名
前
後
、
龍
北
中
が
10
名

前
後
で
推
移
し
て
い
く
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

問　

　

望
ま
し
い
学
校
教
育
環
境
と

し
て
、
本
町
が
考
え
る
適
正
規

模
は
。

　

答
（
教
育
長
）

　

規
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
小

規
模
校
の
良
さ
を
最
大
限
に
発

揮
し
て
い
る
学
校
を
支
え
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

問　

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
着
陸
可
能

な
敷
地
整
備
は
で
き
な
い
か
。

　

答
（
町
長
）

　

自
然
観
察
の
森
の
区
域
外
に

お
い
て
整
備
可
能
か
、
関
係
機

関
と
協
議
を
進
め
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

問　

　

将
来
に
向
け
て
の
長
期
財
政

計
画
は
。

　

答
（
町
長
）

　

入
場
料
・
ガ
イ
ド
料
・
協
力

　

問　

　

敬
老
祝
い
金
事
業
や
「
ど
ぅ

く
さ
や
館
」
の
高
齢
者
入
浴
料

無
料
等
は
将
来
に
渡
り
持
続
可

能
か
、
議
論
が
必
要
で
は
。

　

答
（
町
長
）

　

単
位
老
人
ク
ラ
ブ
、
町
老
連

等
か
ら
の
ご
意
見
も
十
分
考
慮

し
な
が
ら
、
現
在
展
開
し
て
い

る
他
の
高
齢
者
福
祉
事
業
等
も

含
め
て
、
将
来
を
見
据
え
た
論

議
を
深
め
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

問　

　

生
徒
数
の
現
状
と
地
域
の
論

理
、
教
育
の
論
理
を
踏
ま
え
、

真
に
子
ど
も
の
側
に
立
っ
た
現

実
的
議
論
を
開
始
す
べ
き
で

は
。

　

答
（
教
育
長
）

　

行
政
も
含
め
て
で
す
が
、
ま

ず
は
集
落
及
び
地
域
を
あ
げ
て

ど
の
よ
う
な
手
立
て
を
と
れ
ば
、

児
童
生
徒
の
減
少
に
歯
止
め
が

か
か
り
、
学
校
の
活
性
化
・
地

域
の
活
性
化
に
繋
が
る
か
と
い

う
こ
と
に
真
剣
に
向
き
合
い
、

努
力
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

問　

　

教
育
委
員
会
は
教
育
の
論
理

か
ら
、
子
ど
も
達
の
未
来
を
考

え
、
教
育
が
第
一
の
観
点
か
ら

議
論
を
し
て
ほ
し
い
。

　

答
（
町
長
）

　

ま
ず
内
部
で
検
討
さ
せ
て
頂

き
た
い
。

金
の
設
定
な
ど
、
オ
ー
プ
ン
に

向
け
て
準
備
を
進
め
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

問　

　

集
落
誌
を
作
る
よ
う
な
、
製

本
代
助
成
な
ど
仕
掛
け
作
り
は

で
き
な
い
か
。

　

答
（
町
長
）

　

高
齢
者
の
出
番
と
考
え
る
。

現
在
あ
る
補
助
金
制
度
、
あ
る

い
は
新
た
な
制
度
を
創
設
す
る

か
を
含
め
、
前
向
き
に
検
討
し

て
参
り
た
い
。

　

問　

　

集
落
文
化
財
、
名
勝
地
の
整

備
は
。

　

答
（
町
長
）

　

平
成
30
年
度
は
町
内
20
集
落

の
魅
力
を
紹
介
す
る
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
の
製
作
。
平
成
31
年
度

に
は
看
板
設
置
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。

自
然
観
察
の
森

再
整
備
に
つ
い
て

中
学
校
再
編
に
つ
い
て圓山 和昭 議員

文
化
振
興
に
つ
い
て

財
政
運
営
に
つ
い
て

ドクターヘリを使った災害訓練の様子
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大勝小学校

赤徳小学校

龍瀬小学校

円小学校

戸口小学校

・おおつぼ　かいと

・おおの　こうよう

・おくの　あいら

・おさ　ゆうみ

・おしむら　ゆり

・かわばた　まの

・こはら　ゆら

・こまき　ぎんろう

・さかえ　たかみ

・しおざき　あさひ

・しもかわ　みくと

・しろさき　ゆいと

・せき　ゆあ

・たじま　めも

・たにむら　くれあ

・ひがしなか　るい

・ふくい　しゅうや

・まえだ　うきょう

・ますだ　けいじ

・みなみ　はんな

・もりた　りゅうのすけ

・やすだ　とき

・やなぎ　けんしん

・やなぎた　みお

・やま　ふうと

・やまだ　きよら

・やまだ　りあ

龍郷小学校 秋名小学校

・おおしげ　とうま

・かとう　りゅうま

・はまだ　りず

・ふくはら　いりあ

・ふくやま　こはな

・まきぬし　あんじゅ

・うちやま　ともひろ

・かつ　こころ

・かつ　りょうが

・すずき　いお

・たけもと　いっぺい

・たけもと　ゆうな

・たなか　かのん

・たみや　はるき

・てみの　こはる

・とみなが　たけお

・なかえ　もあ

・みどり　からえ

・みどり　からに

・よしおか　あかり

・しん　りさ

・たつみや　むぎ

・いずみ　くう

・いとう　はる

・いわさき　はやた

・かいづ　はると

・こばやし　ゆうき

・さかえ　にいな

・しげた　けんしん

・せと　おりん

・そばた　りつ

・まつもと　るうな

・まるた　ゆい

・みやざき　せいいちろう

・もりた　くうや

・とくしげ　おとは

・にしだ　てんめい

・まき　りゅうと

・うちの　あかり

・きよた　めあり

・とくしま　のあ

・はまだ　りきと

・もりた　らいと

　４月６日（金）、龍郷町内各小学校で平成
30年度の入学式が行われました。入学式に
元気よく臨んだ新１年生たち。新しい友だ
ちや上級生のお兄さん、お姉さんと共に学
校生活を楽しんでいるようです。 

(順不同、敬称略）

入学おめでとう！
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いつでも
　どこでも
　　だれでも

使用可能です
龍郷町が所有している
20カ所のAEDのうち
16カ所のAEDを
いつでも誰でも
取りに行くことができる
屋外に設置することで
24時間365日AEDを持ち出し、
使用することが可能となりました。
許可は不要で、
施設外への持出しも可能です。

町保有 A ED 設置施設一覧

秋名小学校

龍北中学校

円小学校

奄美自然観察の森

安木屋場共同糊張施設

龍郷小学校

久場生活館

龍瀬小学校

龍郷町役場

りゅうがく館

正面玄関（屋外左）

正面玄関（屋外左）

正面玄関（屋外左）

管 理 棟（屋 外 左）

ト イ レ（屋 外 右）

校長室前（屋外右）

正面玄関（屋外右）

正面玄関（屋外正面）

町民税務課前（屋内）

事 務 室 前（屋 内）

龍郷消防分署

りゅうゆう館

龍南中学校

大勝小学校

中勝公民館

戸口小学校

手広公民館

手広海岸

赤徳小中学校

芦徳公民館

事 務 室 内（屋 内）

事 務 室 前（屋 内）

正面玄関（屋外正正面

玄 関（屋 外 右）

正 面 玄 関（屋 外 左）

正 面 玄 関（屋 外 右）

正 面 玄 関（屋 外 右）

正 面 入 口（屋 外 左）

正 面 玄 関（屋 外 左）

駐車場側入口（屋外右）

基本仕様

タイプ

ボディ・ドア

寸法（高×幅×奥）

電源

警告灯 /警告音

カメラ撮影

セット内容

屋外設置型

ステンレス 304

500mm×400mm×250mm

AC100

扉開時：始動

扉開時：連続撮影

AED本体×1
AEDﾊﾟｯﾄﾞ×2
ﾎﾟｹｯﾄﾏｽｸ×1

龍郷消防分署では、随時救急講
習会を受け付けておりますので
ご連絡お待ちしています。

≪お問い合わせ先≫

龍郷消防分署救急係
０９９７-６９-２６１１

AED（自動体外式除細動器）とは、心臓が

けいれんし血液を流すポンプ機能を

失った状態になった心臓に対して、電気

ショックを与え、正常なリズムに戻すた

めの医療機器です。

赤徳小中学校 戸口小学校 大勝小学校

龍
郷
消
防
分
署

Tatsugo -14-
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農業者年金で
生涯所得の確保を！

農業者年金に加入すれば～農業者年金の支給額（年額）の試算

※この試算は、65歳までの運用利回りが2.5％、65歳以降の予定利率が0.20％となった場合の試算
です。制度発足以降14年間（H27まで）の運用利回りの平均は、年率2.73%です。予定利率は、毎年
度農林水産省告示により定められ平成2９年度は0.20%です。
※各金額は単位未満を四捨五入により表示しています。

　農業者年金の保険料は２万円から６万７千円まで（千円単位で）加入者が自由に選択できます。また、
保険料の額はいつでも見直しできます。
　加入期間が短くても保険料を増やすことで豊かな老後に備えることができます。
※脱退も自由ですが、脱退された場合でも脱退一時金としてではなく、将来、年金として支給されます。

●あなたの老後生活への備えは十分ですか？
●年金は家族一人ひとりについて準備することが大切です。
●老後の備えは国民年金プラス農業者年金が基本です。

加入年齢 加入年数
保険料月額
4万円の場合

保険料月額
6万7千円の場合

40歳

50歳

20年

10年

男性

女性

男性

女性

60万円

50万円

27万円

22万円

100万円

84万円

44万円

37万円

農業者年金  へは…

年間60日以上
農業に従事 60歳未満

国民年金
第１号

被保険者
国民年金保険料
納付免除者を除く。

の方ならどなたでも加入できます。

月々の保険料を大きくすることで将来の支給額を増やせます

農業者年金で
生涯所得の確保を！
農業者年金で
生涯所得の確保を！農

業
委
員
会
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生
活
環
境
課

きれいな水で、快適な暮らし。

　  今、環境のためにできること。

補助制度を
活用して
浄化槽を

設置しましょう

単独浄化槽を
お使いの方へ…

「合併浄化槽」
に変更しましょう

町内ではまだ 3 割のご家庭が
みなし浄化槽及び汲み取り式に
なっています。快適な暮らしと
海や川の水環境に配慮した合併
処理浄化槽を設置しましょう。

同じ水洗式でも
単独浄化槽と合併浄化槽はココが違う！

合併処理浄化槽のメリット　　
生活排水の汚れが約10分の１に減ります。

きれいな水なので、安心して流せます。

水洗化により快適な生活ができます。

補助制度があり、性能のわりに安上がりです。

家の大きさに合わせて自由に選べます。
■浄化槽市町村設置推進事業
龍郷町では浄化槽の設置からその後の維持管理までを町が主体となって行う「市町村設置型」
制度を行っています。浄化槽本体を設置するために必要な工事費用の個人負担は約１割です。
ただし、この工事負担金のほかに宅内や宅外の配管工事等が必要になりますが、これらの費用
については全額個人負担になります。

住宅の
延べ床面積

130㎡以下
（39坪未満）

131㎡以上
（39坪以上）

住宅の風呂が
２箇所の場合

人槽

５人槽

７人槽

10人槽

標準的な
工事費

837,000円

1,043,000円

1,375,000円

設置負担金
（7.5％）

63,000円

79,000円

104,000円

国の補助金
（50％）

418,000円

521,000円

687,000円

町の負担額
（42.5％）

356,000円

443,000円

584,000円

設置時期

環境への影響

 
 

負担

設置費用
 

故障時

単　独　浄　化　槽

平成１０年頃までに建てられた（改修された）

トイレの排水だけを浄化している。
台所や風呂水，洗濯水はそのまま放流されている
ため環境に悪影響がある。

年に1回清掃（汲取り）代を清掃業者に支払う。

設置時は全額個人負担。現在は法律で新たに単独
浄化槽を設置することは禁じられている。

故障したときの修理代は全額個人負担。

合　併　浄　化　槽

平成１０年以降に新築された

トイレと風呂・台所等の生活排水を浄化し放
流するので環境にやさしい。

毎月使用料として払うので負担が軽い。

負担金を支払うだけで設置費用のほとんど
を国と町が負担。                     

故障したときの修理代は役場が負担。 

注意※合併浄化槽設置の際には大きさに応じた負担金を頂きます。また、設置時には屋内配管が必要な場合があり、
　　　その費用は個人負担になります。 修理代は場合によっては使用者に負担をお願いすることがあります。

直通 ０９９７-６９-４５２５
合併浄化槽設置の申請・相談は生活環境課へ

※

※
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生
活
環
境
課

きれいな水で、快適な暮らし。

　  今、環境のためにできること。

補助制度を
活用して
浄化槽を

設置しましょう

単独浄化槽を
お使いの方へ…

「合併浄化槽」
に変更しましょう

町内ではまだ 3 割のご家庭が
みなし浄化槽及び汲み取り式に
なっています。快適な暮らしと
海や川の水環境に配慮した合併
処理浄化槽を設置しましょう。

同じ水洗式でも
単独浄化槽と合併浄化槽はココが違う！

合併処理浄化槽のメリット　　
生活排水の汚れが約10分の１に減ります。

きれいな水なので、安心して流せます。

水洗化により快適な生活ができます。

補助制度があり、性能のわりに安上がりです。

家の大きさに合わせて自由に選べます。
■浄化槽市町村設置推進事業
龍郷町では浄化槽の設置からその後の維持管理までを町が主体となって行う「市町村設置型」
制度を行っています。浄化槽本体を設置するために必要な工事費用の個人負担は約１割です。
ただし、この工事負担金のほかに宅内や宅外の配管工事等が必要になりますが、これらの費用
については全額個人負担になります。

住宅の
延べ床面積

130㎡以下
（39坪未満）

131㎡以上
（39坪以上）

住宅の風呂が
２箇所の場合

人槽

５人槽

７人槽

10人槽

標準的な
工事費

837,000円

1,043,000円

1,375,000円

設置負担金
（7.5％）

63,000円

79,000円

104,000円

国の補助金
（50％）

418,000円

521,000円

687,000円

町の負担額
（42.5％）

356,000円

443,000円

584,000円

設置時期

環境への影響

 
 

負担

設置費用
 

故障時

単　独　浄　化　槽

平成１０年頃までに建てられた（改修された）

トイレの排水だけを浄化している。
台所や風呂水，洗濯水はそのまま放流されている
ため環境に悪影響がある。

年に1回清掃（汲取り）代を清掃業者に支払う。

設置時は全額個人負担。現在は法律で新たに単独
浄化槽を設置することは禁じられている。

故障したときの修理代は全額個人負担。

合　併　浄　化　槽

平成１０年以降に新築された

トイレと風呂・台所等の生活排水を浄化し放
流するので環境にやさしい。

毎月使用料として払うので負担が軽い。

負担金を支払うだけで設置費用のほとんど
を国と町が負担。                     

故障したときの修理代は役場が負担。 

注意※合併浄化槽設置の際には大きさに応じた負担金を頂きます。また、設置時には屋内配管が必要な場合があり、
　　　その費用は個人負担になります。 修理代は場合によっては使用者に負担をお願いすることがあります。

直通 ０９９７-６９-４５２５
合併浄化槽設置の申請・相談は生活環境課へ

※

※

国立公園内での開発行為等は
手続きが必要です
　奄美群島地域は自然の風景地を保護し、その利用促進を図り、国民・県民の保健・休養・教
化に資するとともに、生物の多様性を確保することを目的とした国立公園を有します。
国立公園内では、優れた風景地を保護するため、自然公園法に基づき、各種開発行為が規制
されています。

○許可申請・届出の手続き
（１）申請・届出の様式

　・様式・必要な添付書類・記載要領については、県のホー
　  ム ページに掲載されています。

（２）標準的な処理期間
　・通常約１～３か月を必要とします。

（３）注意事項
　・行為の種類、規模、公園の種類，地種区分の違いにより
　  手続き等に違いがあること、また、行為の場所や内容
　  によっては、許可ができない場合もあることから、事
　  前に御相談ください。

　・自分の所有地でも、国立公園内での行為においては、
　  手続きが必要となります。

（４）許可申請書の提出先
　・行為地の市町村役場

○ 違反行為について
自然公園法の規定に違反しての行為や無許可で
の行為等については罰則が設けられています。

○お問い合わせ先
国立公園の範囲や区域内での許可申請・届出につ
いて不明な点がありましたら、下記にお問い合わ
せください。

奄美自然保護官事務所（奄美大島・喜界島・与論島）

☎０９９７－５５－８６２０

大島支庁総務企画課 商工観光係
☎０９９７－５７－７２１５

龍郷町役場生活環境課 （直通） 
☎０９９７－６９－４５２５

鹿児島県ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ →  一般・県民の方々 →  くらし・環境 →  自然保護 

→  自然公園 →  行為許可申請書・届

工作物の
新築・改築・増築

木竹の伐採 広告物の掲出

開墾
土地の形状変更

鉱物や土石の採取 屋根・壁面の色彩
の変更

特別保護地区での
動植物の捕獲又は
採取

( 建築物を含む ) （案内板等を含む）

国立公園内において、次のよう
な開発行為等を行う場合は、事
前に国や県への許可申請・届出
の手続きが必要となります。

※一例

生
活
環
境
課
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≪お問い合わせ先≫龍郷町保健福祉課がん検診担当 ０９９７-６２-３１１１

　「女性がん検診」を下記のとおり実施致します。

申し込みをされていない方は、追加で受け付けます

ので、保健福祉課にお申込みください。

また当日の受付も可能です。ぜひ受診してください。

今年度は検査機関との調整の結果、
両日とも平日の開催となっております。ご了承ください。

　 日 時 　

　

５月９日（水）

　

５月 10 日（木）

　場 所 　

秋名コミュニティ
センター

りゅうがく館

りゅうがく館

りゅうがく館

　受 付 時 間 　

8：30～9：30

13：00～14：00

8：30～9：30

13：00～14：00

対 象 集 落
秋名・幾里・嘉渡
円・安木屋場

龍郷・久場・瀬留
玉里・屋入

浦・大勝
川内・中勝

手広・赤尾木
芦徳・戸口

日 　 程

受診内容と健診料

70歳未満

70歳以上

乳 が ん 検 診（マンモグラフィー検査）
対象：40歳以上の方

子 宮 頸 が ん 検 診
（細胞診）

対象：20歳以上の方

骨 粗 し ょ う 症
（超音波検査）

対象：40歳以上の方40～49歳（２方向） 50歳以上（１方向）

1,500円 1,000円 500円

200円

500円

500円500円（１方向）

対
象
集
落
を
設
定
し
て
い
ま
す
が
、

都
合
の
い
い
日
程
と
会
場
で
受
診
し
て
下
さ
い
。

＊乳がん検診受診の方：バスタオルを持参ください。２年
に１回の受診となっていますのでご注意ください。妊娠・
授乳中の方は受診できません。

＊子宮頸がん受診の方：スカートまたは長めのチュニック
を着用し受診してください。なお、当日使い捨てのスカー
トも100円で販売致しています。

乳がんについて
女性がかかりやすいがんの１位となっており、日本人女
性の14人に１人がかかるといわれています。罹患者も死
亡者も年々増加傾向にあり、40～50代の女性のがん死亡
原因ナンバーワンです。しかし、初期にはほとんど自覚
症状がありませんので、２年に1度の乳がん検診と、月に
1回の自己検診をお勧めいたします。

子宮頸がんについて
若い女性に増えているがんです。特に30代
は最も子宮頸がんになりやすい年代です。
早期に見つけるとほぼ100％治るがんです
が、初期には自覚症状がありません。年に1
度は検診を受けることで、早期発見につな
がります。

今年度の検診
スタッフは
すべて女性を
予定しています

保
健
福
祉
課
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お
誕
生
日
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

【
３
月
届
出
】　　
　

保
護
者
（
敬
称
略
）

　
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

【
３
月
届
出
】　　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）　

金
井　

は
な

中
山　

晃こ
う
せ
い清

岩
崎　

陽ひ

び

き
日
輝

益
満　

一い
っ
せ
い星

岩
切　

美
保

川
畑　

フ
ヂ
子

新
島　

秋
三

屋
村　

カ
ズ
子

賀
川　

員
代

柳　

ツ
ヤ
子

長
井　

ス
ガ
子

徳　

武
能　

森
田　

章
子

保
村　

香
艶

肥
後　

チ
カ
ヱ

重
井　

秀
丸

大
野　

利
彦

石
井　

頼
光

泉
二　

靖
久

志
人

廣
尚

勇
也

一
月

（
87
）

（
82
）

（
56
）

（
94
）

（
66
）

（
91
）

（
93
）

（
95
）

（
75
）

（
82
）

（
90
）

（
88
）

（
87
）

（
76
）

（
86
）

下
戸
口

大
勝

大
勝

瀬
留

瀬
留

大
勝

大
勝

中
勝

大
勝

下
戸
口

浦（
愛
寿
園
）

嘉
渡

龍
郷

浦（
愛
寿
園
）

秋
名

浦（
愛
寿
園
）

中
勝

大
勝

大
勝

■
無
料
法
律
相
談
の
ご
案
内

　

奄
美
市
と
鹿
児
島
県
弁
護
士
会
が
共

同
で
開
催
し
て
お
り
、
龍
郷
町
民
の
方

に
つ
い
て
も
無
料
で
相
談
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

※
必
ず
電
話
予
約
が
必
要
で
す（
先
着
順
）

５
月
相
談
日
の
お
知
ら
せ（
派
遣
相
談
） 

･

５
／
10
（
木
） 大
倉
克
大
弁
護
士

　
　
　
　

午
後
１
時
～
午
後
４
時
30
分

･

５
／
17
（
木
） 菅
野
浩
平
弁
護
士

午
前
９
時
30
分
～
午
前
11
時
30
分

･
５
／
24
（
木
）
吉
田
稔
弁
護
士

午
前
11
時
～
正
午

午
後
１
時
～
午
後
３
時
30
分

◇
時
間
は
一
人
30
分
間
で
す

（
事
前
に
相
談
内
容
を
ま
と
め
て
お
く
と
効
率

的
で
す
。
ま
た
、
同
じ
人
が
続
け
て
申
込
さ

れ
る
こ
と
は
ご
遠
慮
い
た
だ
い
て
い
ま
す
）

【
お
問
い
合
わ
せ
・
予
約
先
】

奄
美
市
役
所

市
民
協
働
推
進
課
市
民
生
活
係

☎ 

五
二
―
一
一
一
一
（
内
線
１
７
１
６
）

受
付
時
間
：
午
前
８
時
30
分
～

 　
　
　
　
　
　

午
後
５
時
15
分
ま
で

（
相
談
内
容
が
弁
護
士
で
よ
い
か
分
か

ら
な
い
場
合
も
市
民
生
活
係
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
）

香
典
返
し
お
礼　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

・
保
村
修
三
さ
ん
（
故
保
村
香
艶
）

社
協
／
下
戸
口
集
落

・
西
牟
田
春
美
さ
ん
（
故
肥
後
チ
カ
エ
）

社
協
／
秋
名
集
落
／
幾
里
集
落

・
武
島
光
黎
さ
ん
（
故
武
島
豊
）

下
戸
口
集
落

【
社
会
福
祉
協
議
会
】

・
柳
東
洋
男
（
故
柳
ツ
ヤ
子
）

・
大
野
メ
イ
子
（
故
大
野
利
彦
）

----- 

お  

詫  

び -----

広
報
た
つ
ご
う
３
月
号
６
ペ
ー
ジ
の

「
★
５
歳
児
む
し
歯
ゼ
ロ
表
彰
★
」コ
ー

ナ
ー
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

正
し
い
お
名
前
と
写
真
は
右
記
で
す
。

誤
っ
て
掲
載
し
た
こ
と
を
お
詫
び
い
た

し
ま
す
。

宮口　あかり

玉里

山田　佳
かれん　

蓮

川内

わらべうた・手あそび・絵本・詩・おはなし・ことばあそびなどを、
子どもたちといっしょに楽しみませんか︖
★日時：平成30年５月26日(土)　10:00～11:00
★場所：りゅうがく館１階　親子読書室
★対象：乳幼児親子（兄弟や祖父母も大歓迎）
★講師：あまみ子どもライブラリー（嘉原カヲリ他）
★内容：おはなし会(30分)・布の絵本遊びなど(30分)の予定

毎月第４土曜日
りゅうがく館で

お待ちしています♪

おはなし会を開催します︕あまみ子ども
ライブラリーによる

≪お問い合わせ先≫龍郷町保健福祉課がん検診担当 ０９９７-６２-３１１１

　「女性がん検診」を下記のとおり実施致します。

申し込みをされていない方は、追加で受け付けます

ので、保健福祉課にお申込みください。

また当日の受付も可能です。ぜひ受診してください。

今年度は検査機関との調整の結果、
両日とも平日の開催となっております。ご了承ください。

　 日 時 　

　

５月９日（水）

　

５月 10 日（木）

　場 所 　

秋名コミュニティ
センター

りゅうがく館

りゅうがく館

りゅうがく館

　受 付 時 間 　

8：30～9：30

13：00～14：00

8：30～9：30

13：00～14：00

対 象 集 落
秋名・幾里・嘉渡
円・安木屋場

龍郷・久場・瀬留
玉里・屋入

浦・大勝
川内・中勝

手広・赤尾木
芦徳・戸口

日 　 程

受診内容と健診料

70歳未満

70歳以上

乳 が ん 検 診（マンモグラフィー検査）
対象：40歳以上の方

子 宮 頸 が ん 検 診
（細胞診）

対象：20歳以上の方

骨 粗 し ょ う 症
（超音波検査）

対象：40歳以上の方40～49歳（２方向） 50歳以上（１方向）

1,500円 1,000円 500円

200円

500円

500円500円（１方向）

対
象
集
落
を
設
定
し
て
い
ま
す
が
、

都
合
の
い
い
日
程
と
会
場
で
受
診
し
て
下
さ
い
。

＊乳がん検診受診の方：バスタオルを持参ください。２年
に１回の受診となっていますのでご注意ください。妊娠・
授乳中の方は受診できません。

＊子宮頸がん受診の方：スカートまたは長めのチュニック
を着用し受診してください。なお、当日使い捨てのスカー
トも100円で販売致しています。

乳がんについて
女性がかかりやすいがんの１位となっており、日本人女
性の14人に１人がかかるといわれています。罹患者も死
亡者も年々増加傾向にあり、40～50代の女性のがん死亡
原因ナンバーワンです。しかし、初期にはほとんど自覚
症状がありませんので、２年に1度の乳がん検診と、月に
1回の自己検診をお勧めいたします。

子宮頸がんについて
若い女性に増えているがんです。特に30代
は最も子宮頸がんになりやすい年代です。
早期に見つけるとほぼ100％治るがんです
が、初期には自覚症状がありません。年に1
度は検診を受けることで、早期発見につな
がります。

今年度の検診
スタッフは
すべて女性を
予定しています
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５月行事予定
※行事は変更になる場合があります。
　あらかじめご確認ください。

満１歳になりました。
この子たちに誇れる町を
みんなでつくりましょう。

わきゃシマの玉黄金

でぃでぃ
クラブ

じゃがいも会
町保健福祉センター

1歳６ヶ月児健診12:30
どぅくさや館２F

龍郷町
一般バレー　
　　ボール大会
りゅうゆう館
8：30～

かめのこクラブ
どぅくさや館２F10:30~12:00

りゅうがく館
13:30~16:00

おなかスッキリ
運動教室
町保健福祉センター
19:30~

女性がん検診

    まつもと    あ や と 　 　 　

松元　絢叶くん

H29.4.3生　中戸口
父　聡明　　母　友絵

　　　いけ　　きおな　 　 　

池　姫菜ちゃん

H29.4.11生　中戸口
父　陽喜　　母　くらら

　　はまさき　

濵﨑　はるちゃん

H29.4.15生　中勝
父　勇哉　　母　留美

　　　　さと　　　かなた

里　奏大くん

H29.4.18生　瀬留
父　大輔　　母　舞子

　ふくやま　　け い し ろ う 　 　 　

福山　慶志朗くん

H29.4.18生　円
父　修一　　母　美紀

　　さ と う 　　い ち か 　 　 　

佐藤　市佳ちゃん

H29.4.27生　大勝
父　賢二　　母　仁子

保健センター
開放日

保健センター開放日
どぅくさや館２F

（乳幼児対象）10:30~16:00

保健センター
開放日

保健センター
開放日

保健センター
開放日

保健センター
開放日

かめのこ
クラブ

かめのこ
クラブ

安木屋場・瀬留
上戸口・赤尾木

どぅくさ会
2時～４時

安木屋場・瀬留
上戸口・赤尾木

どぅくさ会
2時～４時

嘉渡・上戸口
どぅくさ会
2時～４時

嘉渡・上戸口
どぅくさ会
2時～４時

浦・芦徳
どぅくさ会
2時～４時

下戸口
どぅくさ会
2時～４時

中勝
中戸口どぅくさ会

2時～４時

中勝
どぅくさ会
12時～

玉里
どぅくさ会
2時～４時

芦徳
どぅくさ会
2時～４時

上戸口
どぅくさ会
2時～４時

大勝（照山会）・玉里
どぅくさ会
2時～４時

川内
どぅくさ会
2時～４時

8：30  秋名CC
13：00 りゅうがく館

8：30  りゅうがく館
13：00  りゅうがく館

詳しくはP18

13：30~

でぃでぃ
クラブ

でぃでぃ
クラブ

でぃでぃ
クラブ

でぃでぃ
クラブ

たつごう
在宅家族の会
りゅうがく館
13：30～14：30

らくらく体操
午前：龍郷
午後：秋名  幾里

らくらく体操
午前：龍郷
午後：秋名  幾里

らくらく体操
午前：龍郷
午後：秋名  幾里

らくらく体操
午前：龍郷
午後：秋名  幾里

らくらく体操
午前：龍郷
午後：秋名  幾里

毎週木曜日 毎週金曜日
らくらく体操
午後：川内


